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15,豆腐粕をもちいるイエバエの大望飼育におし､てその卵あるいは幼虫を増基に移す時

期について 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育にかんする諸問題 第9報 長沢純夫 ･橋爪

文次 (京都大学 化学研究所 武居研究三蔓 33よび 九州農業試験協)30.7.28受理

産卵増基に産みつけられた イエ),'ェの卵あるいはそれから僻化した幼虫を.-E碍和治基に移す時

･期を変えて飼育し それらからえられた旅の大きも 蛸化率.羽化雫などの数値から,産卵後

何ヨ日に移すのが愚も適当であるかを考察した｡

Ⅰ. 緒 言

われわれが,殺虫剤の生物試験に供せられる昆虫の

大砲飼育をおこなう場合,将に体躯のそろった位全な

個体酔,すなわち,感受性の巾のせまいm体刑をでき

るだけ多くえられるように.心がけることが肝変であ

る｡三拝者は,まえまえから,殺虫剤の生物試験用昆虫

として,累代飼育をおこなってt.1るイエバエ MILSCa

domestt.cavicinaMacq.の.こうした飼育上の.7即LJ

斑について研究し,今日にいたっているが,こゝには,

豆嘱粕培非飼評 で'において,産卵培基に産卵卑しめた

卵塊あるいはそれから卵化した幼虫を,飼育培基に移

す時期を変えた拐合.蛸の大きさがどのようにかわり,

4酎ヒならびに羽化の削合がどのように変化するかにつ

いて,91映した約只を印Ir.fげ ろ.

7Ⅰ.舜扱材料および方法

(1) イエバエ :放十代の91m 飼Tf,-_･つづけて今日

にいたる.形態学的にもiti刑･tJlモ伯にもはばひとしい出

伝的性質を有するものとかんがえられる訂古根系のイエ

バエをもちいた｡

(2) 産卵培基 ･'瓜粉と米糠を等虫混合して煮つめ,

これを荘i径 9cm,高さ 4.5cm のシャーレに入れて

産卵培基とした.

(3) 幼虫飼育培基 :豆腐約 50g,糠 5g,酵母

粉末 0.5g をよく混ぜ合せて前と同じ大きさのシャ

ーレに入れ,これJを幼虫の飼Tf培誌とした｡

(4) 幼虫飼育培捌 こ移す時期 :EZ;'卵将兆を3時間

成山の純に入れてm卵せしめた後.花からとり1:'し,

ただちにその卵を200桐づつ幼山田Tfm兆に移して,

これを紹卵当口区とした｡ 卵は 30oCのtLl況瑚EB下

におくと24柑ImJ3にすべて卿 ヒするから.m卵された

Flからかぞえて.1.2,3.4nnごとの幼山を任忠iこ
200個体づつ退んで幼山飼-(ffL17!lEに移した｡シャーレ

の数は侍日T)mづっ設けて繰返しを行った｡産卵培韮

および幼虫培韮はいづれも実験期間中,金網芸を覆っ

て 30oCの室温下に放置した.

(5)蛸の大きさの測定と純化個体数の記鐘 :すべ

ての的虫飼育培基から,産卵後8日日に蛸を拾い究め,

その良さと巾を,双眼顕批鏡に装損したオキラー･ミ

クロミ～クーにJ:つて汎定し,Dfせて痢化個休数を記

録した｡
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(6)羽化個体数の記録 :測定を終った矧 ま,屯径

Ocm,描き 12cn?のガラス容掛こ入れて金網式をか
ぶせ,30oCの室温下に放田し,それから羽化した成

虫数を雌雄にわけて記録した｡

なおこの実験は1955年3月15日から25日にいTこる期

間においておこなづた｡

ⅠⅠ工.実験結果と考蕪 ●

そもそも雫者がこの実験をおこなおうとした動機は,

豆腐粕をもちいる飼育においては,産卵されて置後の

卵を幼虫飼育塙基に移すよりも,産卵培基中で僻化せ

しめて少し成長した後の幼虫を移した方がかえって抗
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F ig.1. Frequencypolygonesoflength

of･pupaeofthe:commonhousefly, 4̂usca
domesLicavt'cJ'TlaMacq.RelationbehYeenthe
lengthofpupaeand･thetime(day)thatthe
larvaelVeretransferredtocultllremedium.

culturemediumnumber1--,2･-･･,3一･二･,
4一･･一alld5一･･-･･.

tJ4

化歩合も苗く,また大きさもそろった個体群がえられ

る即実をまえまえから経験していたが,同じ棲息密蛇

から出発して瓜も沢山の個体群のえられる適期は果し

て何日目あたりにあるだろうか,またその大きさはそ

の数と平行的な関係にあるものかどうかとも､つたこと

がらを,しろうとしたものにはかならない｡

はじめに幼虫を移した時期と煩の大きさとの関係を

考察してみよう｡

それぞれの幼虫飼育培基ごとに測定した焔の長さお

よび巾を.ミクロメーターの目盛りのま のゝ数値 (1

蝉位-0.098mm)による度数分布の表としてしめすと

第 1,2末のごとくである｡第 1,2図は,これを変

異多角形の図としてしめしたものである｡ここで産卵

当日幼虫飼育培益に移したものは,後にかかげる節7

衣のごとく,蛸化個体数が著しく少かったので,それ

らの長さおよび巾の測定値は図実にかかけていない｡
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Fig.2. Frequency polygon甲 Of width
ofpupaeofthecommonhousefly,Musca
domesLt'cavlc7.naMacq.RelationbetlVeenthe
lVidthofpupaeandthetime(ヰay)thatthe
larvaeweretransferredloculturemedium.

culturemedium number1- ,21--I,3一一一･,
4一･･一and5日-･･･.



ITable1. FrequencydistributionsoflengthofpupaeoftheCommonhousefly,MuscadomesLicavlcl'1ZaMacq.

Relationsbetweenthelengthofpupaeandthetime(day)thatthelarvaeweretransferredtoculturemedium.
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Table2･ Fre甲enCydistributionsofwidthofpupaeoftheCommonhouse8y,M･LSCadomestt'cavz'clna-1Iacq･

Relationsbetweenthewidthofpupaeandthetime(day)tDatthelarvaeweretransferredtoculturemedium･
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Culhlremediumnumber 1. 2 3 i 5 Total 1 2 3 4. 5 Total 1~ 2 3 4 5 Total 1 2. 3 4 5 ヒ空丁打

16 0.0 0 0 .00
17 1- 2ー 1..1･05 ~0001 01

19-̀ 3 .6 .8 6 4 27 ･ 1 4 01 1 7 2 1 1 3 1 8 3 2 01 14■7･8ll_20_i-t,≡4682.124

17 22 '21 25 ll 96 .1 a 2 8 a 21 7 3 6 92 27 8 9 8.13
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0.098mm) 242527 13 20 19 14 93 16 19 17 2̀1 23 96 5 8 18 .16 -17 64 28 30 23 1816 .7 14 9 ll 57 21 26 19 25 29 120 14 21 ー26 25 28 114 22 31 22 -26 28 129
26 9 2 a 1 6 23 50 47 45 49 40 231 31 36 43 39 28 177 36 35 41 30 42 184-
27 ･53 33 25 24 37 172 34 41 34 32 40 181 26 20 28 26 27 127
28 23- 14 18 ll 16 82 44 38 25 20 39 ●166 15 18 6 23 15 77
29 7 2 1 3 2 15 19 22 10 ll. 10 72 6 4 -6 6 2 -24
30 0 1 1 002■ 9 a 2 3 5 24 1 .0 0 0 4 5

31 ･ 4 2 001 7 01 0~0一01 .169 854Total ･121 116 133 13± ユo白 610 188 173 140 166 175 842 183 190 1由 1ね 183 911 171 172 16b 173

AIean. 22.932⊥8322.4322.ll22.3522.3325.8825.色白25.6225.0825.3725i4426.5826.5525.7625.6126.?726.1625.14ー175.06.25.0325..12
Standarddeviation. 2.011｣991.9_61.751.99 1.972.072.23.2.052.121.96 2.102.462.~11_2.182.392.O4 2.272.19!2.24.,1.992.34
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!イエバエの飼育にあたって.荘卵爪兆から卵塊ある

いは膨化幼虫を,･幼虫飼Tf蛸21引こ移す時期をちがえる

と,蛸の大きさにどのような変化があらわれるかは.;

節 1.2表あるいは那 1,'2図によってある柾1兜の拙ー
は

が
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可能であるが.それらのらがいが,どのくらい忠

･'あり'またどの柑TRたしかなものであるかにつLT

他の印判 と排せていま少し詳しく統計学的な吟

OJをおこなってみたい｡ 1

1. 同t=時期に移t,たもの<も縫返しのシャーレ間

に差かあり一はしないか｡

耶 1,2表にかかげた蛸の長さおよび巾について,;

繰返しをおこなったシヤー.I,間に差が認められるかも

しれない｡そこでシャーレ間とシャーレ円の不偏分散

比を求めて, F-検定を試みた｡ その括弧 ま苅3東に1

しめすように,.ほとんどいづれの場合も...6女 の水準

で.シャーレ間の三が有意となった｡

練返しをおこなったシャーレ毎の平均測定値が.I,,i

Table3..Averagelengthandwidthof
mediumthatthehrvaeweretransferred

痕 紬 感-i'･

めように比較的近似しているにもかかわらず,F･挽記
【

の結果.その差が有意なものとなるのはは本数が井関

に多く,もはや少数例の範囲を超えているととも.rそ

の理由のひとつであらう｡そこで,シャーレ矧 こ.そ

の巾から30個体の接木を乱数表によって従意に拙山し,

その良き,巾について前と同様に F:J検定を試みた.I
その緋卿ま耶4衣に示すごとくで,bる｡! ､

このように畑作獅仙 こよう七捺本数妄少,(すえとう.
シャーレ (級)r13の白山虻 ,-2の岨がらtPさくなり'ノI
ほとんど Fo<FJJd(0.03)となる｡､すなわち',同じ＼
時期に幼虫飼育培)i.Eに移されたEHMのシャTレ内の個

体群は,ほとんどすべてT.a-付iIミロ】からHl山された任

意横束やあると見てさしっかえないものと拙論さTれる｡

2∴ 由 緬 何ヨ目に血 塊 にれ たやの申l坤 も

大きい蛸かえられるか｡ Ll(I

弥 このべた検淀の縮矧 こ掛 ､て,それぞれシヤー:レ

旬の平均洲だ他につも亘 :.血 血なれ た時肝 相互

I)I f
allpupaeobtainedfrom theeachculturet.lI
atthelst～4thdayafterovJposltion.and

analysisofvariancel)∫thelengthandwidthbetweenculturemedium.

F signl'ficantat港Pく0.05, 焚書P<0･01

T?hle4. Averagelengthand lV王dihof30pupaeTar)ddmly(lralVnIrone.lCh
とulturemedium,andanalysisoLvarianceofthelengthtinTdlVldthhctlYeenCulture
medium. J

i一

F signi丘cantart*Pく0.05,++P<0.01
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問の丑を.L一検定によって吟味しよう｡第3図は,L一

検定によって.その平均測定値問に認められる華の有

志性を矧 こよって結びあ.らわしたものである｡

Fig.3. ResultsofL-testfordiqerencel
oLIcngLhandwidthoLpupaeamongtime
thatlhclary.1elVeretransferredtocultur'c

mcdihm aftero.vIPOSition･-Left,length;

rlgth.Width･Upperand】ower8guresin
dTCIcsdcnotc thetimeandat,erasesize

TCSpCCLivcly.IsigniGcantatP< 0･05,････,

P<tJ.Ol- .

すflわら,超卵後的虫飼育培基に移すまでの日数を

1乃514uの拍uBで'Bカ挽 ると,それからえられる蛸

の大きさにも彬皆があらわれ 特に蛸の長さにおいて

その辺が畝25'となる｡長さ,巾ともに大きい蛸がえら

れるのは.遜卯故3EtEIに幼虫飼育培基に移した場合

であって.ここにはかかげておらないが,産卵当日卵

紬を移したもの,あるいわ座卵後1日日の月別ヒ垣後の

irJ山･-ie移したものからえら叫声蝋の大部分は'著しく

小さい｡

邦 J,5回は,それぞjL舶の長さおよび巾を地山朗

TJ'tlTAtに移した日によって災計図示したものである｡

M lll与 15 4r 19 516386BT'59㌧ 6163656T 691
Leqth(ItLhit-_0.的8MV〝)

Fig.4. Rela'tionsIJetWeenthelellgthof
pupae and thetimethatthelarvaelVere
transferredtoculturemedium-afterovIPO-
sltio n .
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Fig.5. 1ミelationsbetlVeenthelYidthoE′
puaeland thetimethatthelarvae lrere
transferredtocultllremediumafterovJpO-

sition.

3･∴城の長竜と巾の減少あるいは増大払 調和的な
ものであるか .

幼虫を飼育培基に移す時期のちがいにより,蛸の長

さと巾P減少あるいは増大する割合は,誹a和的なもの

であるか.そうでないか,すなわち,細長くなったり,

ずんぐりと短くなったりするようなことがありはしな

いだろうか｡･これは詳細な両者の相関図表をしめすか,

または Allometryの式にてらして考察すればよいが,

(‡一
8
60'〇=
一川trrLL)
tP
tJrt

212223 24.252甘2T
WiJth(1utit等0.093mlJl)

-Fig.6.1くelationsbetween

themeanlengthandwidth

of pupaèobtqinedfromthe
culturemediumthattheユar,

vac'weretransfer,edatや
lst～ 4thdaytafteroviposiJ

Lion. .

筒qiに第3表にしめし

た,各シャーレ錨の長

さと巾の平均他の関係

杏,グラフの上にプロ

ットして,そのならび

方を見るだけでも.大

体の幌向はとらえるこ

とができる｡両者の関

係を図示したのがilTi6

図であるが,これをみ

ると,すべてをひとつ

の田線につらねて考え

るには若干.JI!(理がある｡
すなわち,産卵後1日

日と2日口に移したも.

のと,3日日,4日日

に移したものとは崩っ

た傾きをしめしており.
概していうならば,級

者のものにおいて少し

く知大となってくるよ

うである｡
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4. 蛸の大きさの度数分布曲線の笹塚は変らないか｡
硫化個体数が多く.しかも比舵的大きTJm ,I.iT妄謂

ても,その中に只'/7'fな小野欄 休あるいはとぴぬけて大

きい偶作の野人して来る刑介が多くなればなるほど･

多■くの場合その仇休郡の殺山剤に対する岱受性の巾が

ひろくなるから,生物試験用昆虫として好ましくない｡

そこで産卵後幼虫餌育培基に移す時期をかえてえた柄

の大きさの.皮致分布曲線の非対称皮を示す歪度の数

値を求めてみた.第5糞がそれである｡すなわち,長

さの方では産卵後の日数が長くなるにつれて,右傾盃

桐の皮合いが著しくなり,小型個体の混入する割合が

増大する｡これは搾木川が密姥あるいは況姥の上界に

つれて歪んだ分布型をアズキゾウムシの包印および胸

巾においてえたのとにている｡しかし巾の方は必ずし

もそのような幌向は見られず,1乃至2日日に移した

ものは右傾歪偏の形を示し,3乃至4日日に移したも

のはかえって左厩姦偏となっ̀ている｡

Table5. Skewnessoffreqllenqrdistri-
hutioncttrveoflengthandwidthofpupae

･obtainedLrlom th'eCulturemedium thトーhe

larvaelVeretransferredatthelst-4thday
afterovIPO主ition.

･r･2い い

S. 鋪化あるいは羽化の歩合抹いり移したものが最

も高いか｡

殺虫剤の生物試験用昆虫の累代飼育においては.な

るべく多数の桐レ紬,'えられるようにすることも,'ひと

つの日排でなければならない｡産卵後幼虫飼育用培基

に移すまでの日数をちがえた場合の卿 ヒあるいは羽化

個体数は第6茨のごとくである｡そこで,戯初の個件

数にたいする蜘 ヒ率あるLl,は羽化率を求め,そ由紙只

について,移した時期の間の差の有意性を L一検花 に

かけて考'iXするとともに,いつ移したものが蛸化おJ:

び羽化の辞合が拓くなるかを吟味しよう｡第3図にな

らって,t一検花の結果を図示すると第7図のとおりで

ある｡焔化さ的こねいては2,3,4日日相互に有意の差

がみとめられず,羽化科こねいては 3,4日日の間に

有意'の芸なみとめることができない｡

すなわち,越卵後2乃至4日口に幼ih飼育培基に移

したものが,それ以抑 こ移したものにくらべて.鮒ヒ

ならびに羽化の少合が花くなることはあさらかである｡

蛸化率では3日日に移したものが tJl.1% で瓜も閃く,

4日目の 85.4%,2Ef日の 84.2% がこれについで
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111g.7. Results:oftrtestforlrdifference

of･percentpupationandPerCent●emergence
among timethattheeggsorlarvaelVere

transferredtoc叫 uremediumaiterovipo･
sitii)nL/Left,per.centPIIPation;lright,per
centemergence.Upper.aTldlolVer丘gures
in circies denote.rthetimeaTld per cent

恥Pa～t{i叩 Pr.per CentCmerger?Ce respe-
ctively.ILsigniGふnt̀atp<0.05･･･,I,,P<
0.-Ol-

d

いるここ羽化串でf■ま;2月目に移したものが 64.2% で

滋も拓く,ついで3日目,4中 の何時 なっている｡

この場合も超卵当日書弓卵塊を移いこも甲および1日後

に移したものは,著しく痢化ならびに羽化の捗合が低

くなっている｡

宰相羽化した成虫の性掛 ま煎7表に示したように･
い?'れの切合も,おおむね.1:1となっており,幼虫

および机の期間における性による選択的な死亡はおこ
l

っていなかったものと判断される｡

6. 採合駒に見て産卵凍幼虫飼育持碁に移す適期は
.いつか｡ ●i

仁れまでに述べた蛾の大き.さ く長さと巾), 痢化率,

羽化率をここでひとつの図にまとめて見ると,第8図

のとおりであるol!l
m8図に示す曲線のうらト羽化率以外は,産卵後3

日ロに幼山飼育増益iF移したものからえられる蛸のし

めす必Lu'tが奴も大きい.しかレ前節でものべたように

その卿 ヒ料亭,酪卵故2日日に移したものとの間に有

㍊な諾!は11い｡

さて,多くの勘合われわれがイエバエを大虫飼育す

る目的は.生物試畝FT]昆虫として,休題のそろった触

全平城山,すなわち娼受性の巾のせまい個休群を,出

来るだけ多数うろことにあるから,この実験結果を綜

合老翁するにあたって,羽化率を除外することは不適

当で中るb羽化率は前にも述べた通り‥産卵後2日日

に移したものが最も良く,他とくらべてあさらかに有

意差が憩められる｡したがって豆郡 山培基飼育におい

て,■生物試験用FB山として砥当なイエバエの成虫を出

来ろだけ多くうるためには∴産卵後2日日に,産卵培
誠中で貯化した幼虫を幼虫飼育培基に移すのが.瓜も

適当で3日日に移したものがこれ書字界 ぐと推群する｡一
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FigJ8.̀Relationsbetweenaveragelength

andwidthof..pupae?PerCentPuPationand
emergenceand thetimethattheeggsor
lam eweretransferred}tocultllremedium

after.ovipositioTl.Al,eragelengthoトpupae
-●.i･,averagewidthofrpupae-0-.per

･cent■pupationT⑨-'rper､Centemergence
-i-. .

･IV.摘 一義 .

殻虫剤の生物試験用昆虫としてイエバエを太れ飼育

する場合,産卵培基にうみつけられた卵塊あるいはそ

オIから好化した幼虫を,小つ幼虫飼育培益に移すのが.

投も適当であるかをしるために.その時糊を卵 胞 0

乃至4日として;それからえられる蛸の大きさ,･桐件

数,蛸化率,羽化率等を検討した｡

..%の括弧 木きい蛸を多数えたのは産卵改3日目に

.移したものであった｡また蛸化率の損も苗かったのは

産卵後3日日に移したものであって. 2,4日日に移

したものがこれにつぎ,それらの間には有志な差は認

められなかった｡

しかして成虫の羽化率は2日日に移したものが瓜も

高く, 3,4･日日に移したものと明らかに差が認めら

れた｡また産卵後幼虫飼育培基に移すまでの日放が良

くなるほど,小型個型が混入する割合が描くなる帆a]

申あることなどからかんがえて,産卵扱2月E]に幼虫

飼育培基に移すのが最も適当で.3日日に移すのがこれ

につくであろうと推察される｡
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RElllml

TntheCOllrSCOfmasscllltllreOftheCommon●
housedy.MIJICadowIPSLl'{atJJ'EJ'naMaeq.,llSing

【九eresidualproduc150f'tofu'makillg,itis

very importantto know the propertimeto

transfertheeggsorlarvaetoCulturemedium.

The writers i如es'tigated'on the-relations

betweenthelength and width ofpupae,.per

cerltpupatio71andemergenceandthetimethat

theeggsorlarvaearetransferredtoculture

medium.afterovIPOSition.A petri dishひcm in

innerdiameterand4.5cminheigIltlyith50gof

residualproductsof'toLu'.making,5g･ofriCe

branand0.5gofyeastpoIVder wasusedfor

therearingoE200individualsoflarvae.Every

day,丘vepetridisheslVereprepared forthe

rearing oflarvaeand.itlYaScontinueduntil

thefourthdayafteroviposition.AttI一eeighth

dayallpupaewerepickedtlPfrom theculture

medium and theirlength and lV･idth_lVere

Imeasured.bytheocularmicrometerplaced in

thebinムcularmicr.scope(tables1.2andRgures

,1,2).Aftermeastlrement.theyweretransferred

totheglassCup Gcm in inTLerdiaTneterand

12cminheightandthenumberofemerged凸ies

lVereeOunted･AIlexperimentswere Carried

outundertheconstantconditionof30oC. The

resultsofF-testForthediLrereneeinlength

andlyidthof30pupaerandomlydralynfrom

eachculturemedium 弓n⊥saTneday werenon･

.signはcantinallserie主(table4). Theaverage

lengthandlyidthofpupaelVeremaximum in

the third day series. FollolVing that, the

maximumlengthand width wereobtained in

theseconddayseries.Thepupaeobtainedfrom

theculture.medium thattheeggsorlarvae

weretmnsferred attheothorかstdayafter

ov王posilionwereverydlV.lr鮎h.Andth'ereslllts

oT1-testtorthediLrerenceinlength●andllJidth

among timetransferrさd lVere all sLigni6Cant

excepttheeasebetweenthesencondandfourth

day.seriesin width (点gures3,4,5)･ The

harmonicalincreasesordec･reases(if･theler)gth

and●ヽすidth･were ･not recoghized--when lVe

considered thedataon allseries..Thetrend.q

foundinthe丘istandsecondserieslVerediffe-

rentfrom thatbfthe'thir.d▲and fourth day
l

series･ Thede丘nite skelVaess of frequency

distribiition, with ーthe clllStering abovethe

meanalldalongtail-lielow,Jveie iecognized

in the length andjgLures.of̀ thl'sskelVneSS

increasedlViththedelayoftLimethatthelarvae

weretransferred.Butthis7)iaswasreversedin

thewidth(I.ll)leLri).Thepercentofpupationwas

maximuminthethirddayseries,andfollolVing

that,.thehighpercentofpupationwereobtained

inthefollrthandseconddayseries･Therestllts

ofi-testforthedifferencein けJ･perCentOf

pupationamong thesecond,third and fourth

dayserieswerenotsignificant.Andalsothe

percentofemergenceismaximuminthesecond

daySeries,andfollolVillg that,thehigh per

centofemergence lVereObtainedinthethird

andfourthdayseries.Andtheresultsofi-test

forthediErerencein percentof古mergence

betweensecondandthirdday seriesorsecond

andfollrthdayseriesweresigni丘cant.(table6

and 点gure7). As the result of thinking

collectively,itisconcludedthatthelarvaeof

thesecond day cot)nting fiom theovipositjon

shouldbetransfcrrcdtotheculturemedium in

or(lertoobhin themanyheillthy individuals

IVithtlniform hrgcsize((1gure即.
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